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こ
の
度
の
水
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
災

害
発
生
後
、
半
年
が
経
過
し
目
に
見
え
て

復
興
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
今
尚
見
聞
き

す
る
傷
跡
に
は
心
が
痛
み
ま
す
。
法
人
内

部
で
も
別
の
場
所
で
の
事
業
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
施
設
、
営
業
再
開
に
向
け
修
繕
な

ど
の
準
備
が
必
要
な
施
設
な
ど
影
響
が
及

び
ま
し
た
。

　
し
か
し
地
域
の
社
会
福
祉
を
支
え
る
使

命
を
担
う
我
々
は
立
ち
止
ま
れ
ま
せ
ん
。

歩
幅
を
広
げ
た
り
狭
め
た
り
し
な
が
ら
着

実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
が
あ

る
の
も
日
頃
か
ら
理
事
長
を
中
心
に
法
人

で
事
業
継
続
計
画
を
練
り
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
体
制
を
整
え
て
い
る
か
ら
だ
と
気

づ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
づ
く

り
の
た
め
に
一
日
も
早
い
完
全
復
興
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
と
手
を
取
り
合
っ
て
西
予
市

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
が
ん
ば
ろ
う
　
西
予
！

　平成25年7月より開設していた「リハビリ専門デイサービス歩」は、平成
30年9月、伊賀上より卯之町へ移転しました。移転先は「旧うわまち南保
育園」です。ご利用者様に寄り添い、一緒に喜びや笑顔、楽しみを共有し
たいと考え、お一人おひとりの目標に添って、お手伝いさせていただいて
います。
　「歩」では機能訓練を重視し、リハビリ専門職を数名配置しており、職員
それぞれがご利用者様の笑顔を大切に【自立した生活】を末永く続けてい
ただける事を信条としています。住み慣れた地域、在宅で穏やかな時間を
過ごしていただけるよう、これからも充実したリハビリサービスに取り組ん
でいきたいと思いますので、引き続き宜しくお願いいたします。

　平成25年7月より開設していた「リハビリ専門デイサービス歩」は、平成
30年9月、伊賀上より卯之町へ移転しました。移転先は「旧うわまち南保
育園」です。ご利用者様に寄り添い、一緒に喜びや笑顔、楽しみを共有し
たいと考え、お一人おひとりの目標に添って、お手伝いさせていただいて
います。
　「歩」では機能訓練を重視し、リハビリ専門職を数名配置しており、職員
それぞれがご利用者様の笑顔を大切に【自立した生活】を末永く続けてい
ただける事を信条としています。住み慣れた地域、在宅で穏やかな時間を
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リハビリ専門デイサービス
移転しました！
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あ
と
が
き

年内再開の場合

◆12月30日まで通常営業
　10：00～21：00
　　　　（受付終了20：30）
◆12月31日及び1月1日は
　12：00～18：00まで営業
　　　　（受付終了17：00）
◆1月2日から通常営業

再開は防災行政無線等
にてご案内致します。

游の里温泉 ユートピア宇和

宇和保育園

地域子育て支援センター

ママと英語Norah
ノ　ラ

アロマワックスバーを作りました♪

講師の先生に来ていただいて
手遊びや音楽遊びをして
英語に親しんでいます。

ママ向けの活動もあり、お子さんは
みんなで見合いっこして楽しんでいます。

地域子育て支援センターではみんなで子育てをする場を提供しています。
ぜひ一度遊びにいらしてくださいね！

支援
センター内を紹介します！

絵本コーナー

ままごとコーナー

図書館より貸し出しして
もらっています。

宇和保育園の園庭でも
遊ぶことができます。

授乳スペースもあります。

育児書コーナー

おむつ交換台

おもちゃコーナー

食事の様子

初めて利用する時は緊張しましたが、
同じ年頃の子を持つお母さんと話を
して気分転換になって、いつも充実し
た時間を過ごせます。
　　　　（６ヶ月1児のママより）

【お問い合わせ】 地域子育て支援センター
（宇和保育園内） （０８９４） ６２-２５８８
　　　　　　　担当 ： 倉田・山下　　　　　　　担当 ： 倉田・山下



　
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
格
別
な
ご
厚
誼
を
賜
り
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
さ

れ
ま
し
た
方
々
に
は
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
生
活
が
回
復
さ
れ
明

る
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
三
十
年
七
月
七
日
未
明
に
発
生
し

た
豪
雨
災
害
で
は
、
当
法
人
に
も
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。
降
り
続
く
雨
に
よ
り
河
川
の
氾
濫
や
土

砂
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
通
園
は
危

険
で
あ
る
と
判
断
し
町
内
八
か
所
の
保
育
園
す
べ
て

休
園
と
い
た
し
ま
し
た
。
当
法
人
始
ま
っ
て
以
来
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
葉
寮
」
で
は
建
物
の

一
部
が
浸
水
し
排
水
作
業
に
追
わ
れ
、
小
規
模
介
護

施
設
の
「
あ
ん
し
ん
の
家
」
や
「
う
つ
の
み
や
さ
ん

の
家
」
で
は
河
川
氾
濫
の
恐
れ
に
よ
り
一
時
的
に
避

難
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
消
防
団
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
明
間
保
育
園
」
で
は
土
砂
崩
れ
に
よ

る
直
接
的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
園
舎
が

避
難
指
示
区
域
に
指
定
さ
れ
使
用
で
き
な
く
な
り
、

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
り
「
昭
和
多
目
的
集
会

所
」
を
お
借
り
し
て
保
育
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。「
游
の
里
温
泉
」
と
「
游
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」
で
は
地
下
機
械
室
が
浸
水
し
入
浴
施
設

が
使
用
で
き
な
く
な
り
復
旧
す
る
ま
で
の
間
休
館
と

な
り
ま
し
た
。
長
い
間
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
被
災
さ
れ
た
要
配
慮
者
の
方
々
に
福

祉
避
難
所
を
開
設
し
「
松
葉
寮
」
や
「
松
葉
学
園
」

で
受
け
入
れ
を
行
い
、
南
予
地
区
の
被
災
し
た
高
齢

者
施
設
か
ら
入
居
者
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
い

ま
し
た
。
ま
た
近
隣
の
被
災
施
設
へ
生
活
用
水
や
非

常
物
資
の
搬
送
を
行
い
、
施
設
の
入
浴
施
設
を
被
災

住
民
に
開
放
す
る
な
ど
、
私
た
ち
社
会
福
祉
法
人

と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
に
呼
び
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

延
べ
百
三
十
四
名
が
野
村
町
で
土
砂
搬
出
な
ど
の
復

旧
作
業
に
あ
た
り
、
義
援
金
と
し
て
七
十
三
万
円
が

集
ま
り
愛
媛
県
共
同
募
金
会
へ
届
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
自
然
災
害
が
多
発
す
る
昨
今
、
あ
ら
た
め
て
防

災
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
多
く
の
利
用
者
、

子
ど
も
た
ち
の
安
心
、
安
全
が
託
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
、
施
設
運
営
を
推
進
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
穏
や
か
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

― ２ ―― ７ ―

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
理事長  清 家 浩之

障がい児通所支援事業所 ぽのぽの
　平成30年10月1日、ぽのぽのは、松葉学園敷地内より旧うわまち東保園

（宇和町卯之町二丁目）に移転しました。

　広々とした落ち着いた環境の中、「ほのぼの子育て」を合い言葉に、楽しい

遊び、楽しい子育てに保護者さんと共に取り組んでいきたいと思います。

旧うわまち東保育園に移転しました。

新しいぽのぽのは
「できる」「できた」がいっぱい

　新しい「ぽのぽの」での生活を始
め、まだ慣れない状況ながら、これ
までにない広々とした環境の中、
ゆっくりと利用者一人ひとりに向き
合えることにスタッフ一同期待を
持って、日々の活動に取り組んでい
ます。
　この環境を活かした療育に取り
組めるよう邁進してまいります。み
なさんお気軽に遊びに来て下さい。
　　　　 　  ぽのぽのスタッフ一同

新しい住所
〒797-0015
西予市宇和町卯之町
二丁目144番地
新しい電話番号
（0894）62-4301

アルバイト
大・ 大・ 大募集！
　ぽのぽのでは、春休
み、夏休み、冬休みの
期間中アルバイトを募
集しております。
【お問い合わせ】　　
（0894）62‐4301
　　　　　担当：兵頭

ダイナミッ
クな

　　遊びも
！

作業も！

勉強も！

ガーデニングも！ イベントも！

工作も！

ぽのぽのへようこそ！

〒797-0035　西予市宇和町河内168番地
TEL（0894）66-0303

〒797-0024　西予市宇和町西山田164番地1
TEL（0894）62-9238

〒797- 西予市宇和町西山田164番地1

　木造の温かみのある園
舎です。山と田畑に囲ま
れた自然豊かな環境の中
元気にのびのびと過ごし
ています。地域や老人施
設との交流もあり、優し
さ・思いやりの気持ちも
育っています♪

　素敵な笑顔がいっぱい
の石城っ子たちです!春に
はマンモスへピクニック、
田んぼでの泥んこ遊び、秋
には石城駅から汽車ぽっ
ぽ遠足に出かけます。豊か
な自然の中で、毎日たくさ
んの経験をしています♪

ジャンプジャンプ♪

たくさん回せたよ☆

外遊びだいすき♡
一緒に登ったよ～☆

怖くないよ。大丈夫♡

お空まで届きそう！

多 田 保 育 園 石 城 保 育 園

多田保育園・石城保育園ようこそ♪ 西予総合福祉会へ☆



  必要となってくること
　◎高齢者、児童、障がい者の交流の場
　◎地域住民と施設利用者との接点づくり
　◎高齢者、障がい者に対する生きがいや目標の提供
　◎多世代が交流できる
　◎高齢者、障がい者に対する生きがいや目標の提供

何か良い案はないだろうか…

そこで! !そこで! !

学生が考える! ドリーム♪プラン
～地域における公益的な取組～

― ６ ―

純資産の部

　  Ⅰ　資産の部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  Ⅱ　負債の部
　
　
　
　
　
　
　
　

　    差引純資産

事業活動による収支
施設整備等による収支
その他の活動による収支
当期資金収支差額
　　  合　　　計

収入の部 支出の部
予算額 決算額 予算額 決算額

１　流動資産
　　　現金・預金 
　　　事業未収金 
　　　未収補助金 
　　　貯蔵品・医薬品 他 
　　　立替金 
　　　前払費用 
２　固定資産
　　　基本財産
　　　その他の固定資産

１　流動負債
　　　事業未払金
　　　１年以内返済予定設備資金借入金
　　　１年以内返済予定リース債務
　　　預り金
　　　職員預り金
　　　賞与引当金
２　固定負債
　　　設備資金借入金
　　　リース債務
　　　退職給与引当金

流動資産
固定資産
　基本財産
　その他の固定資産
　
　
　
　
　
　   資産の部合計

サービス活動増減の部
サービス活動外増減の部
特別増減の部
前期繰越活動増減差額
その他の積立金取崩額
その他の積立金積立額
次期繰越活動収支差額
　　　合　　計

3,329,321,063
30,014,013
450,412,087
2,767,371,385
322,016,543
 
 
6,899,135,091

3,109,951,327
589,172

448,780,161
 
 
265,000,000
3,074,814,431
6,899,135,091

流動資産の部 負債の部6,879,464,239
1,940,119,934
1,056,324,957
431,381,721
447,260,962
2,509,465
2,316,875
325,954

4,939,344,305
4,036,077,643
903,266,662
809,385,841
326,322,854
187,708,229
24,773,177
10,715,232
102,664
1,673,552

101,350,000
483,062,987
312,204,000
31,065,696
139,793,291
6,070,078,398

1,940,119,934
4,939,344,305
4,036,077,643
903,266,662

6,879,464,239

流動負債
固定負債
　　     負債の部合計

基本金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動収支差額
　　    純資産の部合計
　 負債及び純資産の部合計

326,322,854
483,062,987
809,385,841

150,000
2,532,803,748
462,310,219
3,074,814,431
6,070,078,398
6,879,464,239

3,341,526,000
699,563,000
332,067,000

4,373,156,000

3,359,335,076
700,412,090
332,078,294

4,391,825,460

3,144,701,000
1,215,274,000
280,848,000

△ 267,667,000
4,373,156,000

3,044,227,600
1,212,820,859
282,182,030

△ 147,405,029
4,391,825,460

【財産目録】
〈西予総合福祉会〉

【貸借対照表】

【事業活動計算書】

【資金収支計算書】

収入の部
決算額 決算額

支出の部

　平成29年4月1日から施行された社会福祉法に則した法人運営を行
うため、評議員会・理事会の権限に応じた開催を実施した。理事の職務
執行が法令・定款に適合すること及び、業務の適正を確保するための体
制として、経営・リスク管理・コンプライアンス・監査環境の整備に関
し、内部管理体制の基本方針を定めた。また、今年度から会計監査人の
設置が義務付けられ、会計士から指摘のあった会計処理の変更を行っ
た。西予市公立保育所の民営化に伴う、移管先法人の募集に応募し、来
年度から「石城保育園」と「多田保育園」を運営することとなり、運営に
向けた共同保育等の取組を行うこととした。また、西予市立「高山保育
所」の民営化に伴う移管先法人の募集もあり、応募することとなった。
　事業については、旧宇和病院跡地に総事業費688,121千円をかけ
「地域密着型特別養護老人ホーム 開明の杜」を平成30年2月に完成す
ることができ、3月から定員29名で事業を開始することとなった。ま
た、新設の認定こども園の名称を「うわまち未来こども園」と決定し、
総事業費462,826千円で平成30年2月28日に完成することができ、4
月開設に向けた準備を行った。そして「うわまち未来こども園」開設に
伴い、統合される「うわまち南保育園」と「うわまち東保育園」を閉園す
ることとなった。また、明浜地区で西予市から委託され、運営してきた
学童保育「おれんじクラブ」が西予市の委託先の変更により地元事業
者に引き継いでいただくこととなった。
　老人事業では、多田地区で平成17年9月から事業を開始し運営を
行っていた「指定通所介護事業所 多田あんしんの家」を、スプリンク
ラーの設置義務や地元利用者の減少等の理由で平成30年1月末を
もって閉鎖することとなった。施設整備関係では、「指定通所介護事業
所 ななほし中川」と「指定通所介護事業所 あんしんの家」にスプリン
クラーの設置を行い、また障がい者グループホームに火災報知設備と

通報装置連動設備の設置を行い火災に備えることとした。業務改善と
して、「障がい者支援施設 希望の森」で給食業務委託の検討を行い、来
年度から業者委託にすることとなった。
　経営状況として、事業活動収入が3,359,335千円であり、昨年比3％
の伸びとなった。事業部別では、児童事業部が国の子育て支援充実施
策のためと利用こどもの増加により保育事業収入が前年比9％の伸び
を示し、老人事業部は処遇改善加算率の変更で増収になっているが、
通所介護事業の報酬マイナス改定と利用者減少が運営を厳しくしてい
る。
　養護・障がい事業部は養護施設の保護単価改正による増収と障がい
事業の処遇改善加算率の改正で増収となっている。事業活動支出は
4％増加し、主なものとして人件費が昨年比4％増となっており、要因と
して処遇改善加算の改正による手当の増額と職員数の増加によるも
のとなっている。事業活動収支差額では、315,107千円強黒字ではある
が、前年比95％、マイナス16,134千円という結果となった。また、新施
設建設のため250,000千円借入を行い、20年間返済することとなっ
た。そして積立金322,016千円の取崩しを行い建設費に充てることと
し、当期末支払資金残高と積立金の合計が前年度末から204,421千円
減少し2,211,026千円となった。職員の働き方について、職員へのアン
ケートを実施した結果、時間外勤務は減らすことができたが、休憩時間
の確保は効果ある施策を打てず改善できていない状況であった。
　今年度は、スクラップ・アンド・ビルドを検討し実施していく年となっ
たが、法人の基本理念である「老人に生きがいを、障がい者には希望
を、子どもには大きな夢を」を実現するため、各事業所において創意工
夫を行い、事業を展開することができた年であった。

平成２9年度　事業報告

平成２9年度　決算書（抜粋）

― ３ ―

あなたの優しさ活かしませんか？
福祉に興味がある方、一緒にお仕事しましょう！
【お問い合わせ】西予総合福祉会事務局　担当：宇都宮　（0894） 62-3773
                        　　　　　　　 募集要項その他の詳細は当法人HPでご覧いただけます。

正職員・パート

募集

平成２9年度　事業報告

平成２9年度　決算書

福祉開発フィールドワーク
目的と内容

活動中の様子

地域住民の声

　この活動は「地域課題の解決に向けた実践と地域への情報発信」を目的としています。
　愛媛県社会福祉法人経営者協議会・愛媛県社会福祉協議会の助成事業により、松山市にある聖カタリナ大学の学
生と西予総合福祉会とが「法人アセスメント (評価 )」と「地域アセスメント (評価 )」を行い、地域ニーズに合致し、
なおかつ法人の強みを活かした「地域における公益的な取組」を考案し、地域に対して発表いたしました。

　今回の活動は法人にとっても
貴重な機会であり、学生が考え
たプランはとてもユニークで今
後の施設運営をするうえで良い
アイデアとなりました。
　地域の期待に応えられるよう
今後取り組めるものがあれば検
討していきたいと思います。

施設の事業説明・活動見学
 「利用者が地域に求めるもの」
 「法人・施設が持つ強み探し」

学生と法人職員との意見交換
「法人・施設の強みと地域ニーズ
との照らし合わせ」

地域の散策および
地域の代表者との情報交換

地域ニーズアセスメント
 「地域が法人に求めるもの」

学生発表会
 「西予市法人幸せ事業計画」の提案

おもな流れ

　今回の活動は法人にとっても　今回の活動は法人にとっても　今回の活動は法人にとっても
貴重な機会であり、学生が考え貴重な機会であり、学生が考え貴重な機会であり、学生が考え
たプランはとてもユニークで今たプランはとてもユニークで今たプランはとてもユニークで今
後の施設運営をするうえで良い後の施設運営をするうえで良い後の施設運営をするうえで良い
アイデアとなりました。アイデアとなりました。アイデアとなりました。
　地域の期待に応えられるよう　地域の期待に応えられるよう
今後取り組めるものがあれば検今後取り組めるものがあれば検
討していきたいと思います。討していきたいと思います。

聖カタリナ大学の学生さん

福井さん 荒木さん

社協、地域住民の聴き取り調査

発表会

施設見学

街頭インタビューも
行いました

高齢者
・人との交流の場、
　機会を求めている
・社会福祉協議会と
　法人との連携強化
・現状維持

児　童
・親子関係の希薄化
・子育てがしやすい
　環境の整備
・世代間の交流が難しい
・子どもが外で遊ばない

障がい者
・ボランティア不足
・障がい者と住民との
　つながりの活用
・放課後等デイサービス
　の世代にあった支援

「地域が法人に求めるもの」に対して法人はどんな取り組みをすれば良いのか、
学生目線で考えていただきました。

・交流の場の確保
・行政（西予市）との総合事業
・介護予防教室、レクリエーション、料理教室
・近所の公民館での開催

『サロンと法人の出張デイサービスの融合』

対象者は、朝食夕食を食べない
(食べられない)子どもや生活困窮者
[内容]
・地域で採れた野菜を使った料理の提供
・障がい者雇用
・元気なお年寄りによるボランティア

『子ども食堂』

・子ども同士の集団遊びの環境提供
『巨大アスレチックの復活』

・法人が運営する事業所、
　施設からの出店や出品
・幼児、小中学生、高校生による
　イベント開催
・地元の商店、若い世代の商店
　からの出店
・法人、行政(西予市)、社会福祉協議会
　からの情報提供

『西予ふくし祭り』

・子ども向けの人形劇、
　紙芝居、影絵

『図書館の活用』

・宇和住民以外も集まれる
　場所づくり
・昔の街並み、自然に触れる

『サイクリングコースの設定』



― ４ ―― ５ ―

　梅雨前線の影響で7月3日から降り始めた雨は6日に雨足を強め、7日の明け方になると雷を伴った猛烈な雨となり、愛媛県、
取り分け南予地方に甚大な被害をもたらしました。
　この記憶に新しい災害は野村町と隣接する明間板ヶ谷地区に建つ「游の里」にも影響が及びました。
　7月7日降り続く雨に加え落雷による停電で施設の動力が全てストップしました。地下室には温泉施設やデイサービスの浴槽
を温めるための設備が集中しています。滝のような雨は停電で排水機能を失った施設にも容赦なく押し寄せ、より低い場所へ
と流れ続けたのです。翌朝、地下機械室に溜まった雨水は水深1ｍ10cmに及び、設備の大半が水没。長期休業に至りました。
　温浴施設は再開まで時間を要しますが、ご高齢の皆さんが利用されるデイサービス事業は法人内にある姉妹施設「福祉の里
デイサービスセンター」及び「特別養護老人ホーム松葉寮」において間断なくサービスを提供しています。慣れ親しみのある「游
の里」と勝手の違う環境に災害直後は戸惑いの声が漏れ聞こえていましたが、1ヶ月ほど経過した頃には、ご利用の皆さんや
関係機関の深いご理解により、何とか「在宅生活継続支援機関」としての役割を果たせるようになっていました。
　思いがけない災害ではありましたが、万が一を見越し西予総合福祉会が定めた「防災・危機管理対応手順」の有効性を確認
する機会にもなりました。今後も安心・安全な日常生活継続支援のため、組織内の防災力をより高め、併せて、事業継続
（BCP）の充実を図りたいと考えています。

　7月の豪雨以来園舎が使用できない状況（避難指示区域であるため）
が続いています。
☆これまでの経過
　　7/7　　避難勧告、ライフライン停止にて休園
　　7/10    宇和明間線が開通したため、「明間保育園」で受け入れするが、電気・水道が停止している
　　　　　  ため、9:30 ～ 15:30 は「うわまち未来こども園」で保育する。
　　7/11    電気・水道が回復したため、「明間保育園」で保育するが、避難指示区域に指定されたため、
　　　　　   午後から「うわまち未来こども園」で保育後、「明間地区体育館」で保育する。
　　7/12　 「明間地区体育館」→「うわまち未来こども園」→「明間地区体育館」
　　7/25　 臨時代替　　「昭和多目的集会所」で保育する。
　　8/27　 第１回臨時保護者会開催
　 10/31　 第２回臨時保護者会開催

☆今後の見通し
　10月31日開催の臨時保護者会に西予市役所の方もお越しいただきました。その時のお話によると、8
月に復興課ができ、12月から治山事業が着工されますが、市内15か所あり優先順位等今の段階では見通
しがついていない状況です。避難指示解除の見通しも今のところないとのことでした。（10月31日現在）

　愛媛県老人福祉施設協議会では、災害時応援
協定を結んでいます。この協定に基づき、今回
の豪雨災害で甚大な被害を受け、ライフライン
（電気・水道）が止まった施設からの支援要請が
入りました。
　当法人は他施設や東予・中予老施協とも協力
し、不足している生活用水・生活必需品などの
物資を提供させていただきました。

　豪雨災害を受けて、当法人内で職員に声を掛
け、水害支援ボランティアを募りました。
　のべ134名が、野村地区の土砂搬出などの復
旧作業に参加しました。

　南海トラフ大地震発生を想定した防災訓練。
西予総合福祉会では平成30年10月14日
宇和町神領、野田・小野田、久枝（神野久地区）
の地域のみなさんと一緒になって救命処置消火
方法の訓練・炊き出しなど非常時の対応について学びました。
（協力：西予市役所・西予市消防署・地元消防団）

　西予総合福祉会では、この災害で被災された
皆様の支援や被災地の復興に役立てていただく
ために法人内で義援金を募り、愛媛県共同募金
会へ届けました。
　被災地におかれましては、1日も早い復旧・
復興を心よりお祈り申し上げます。

　希望の森・松葉学園では、お隣の野村学園の
利用者さんの入浴・洗濯の支援を行いました。

　施設裏山が崩れ、施設内に土砂が流入し生活
する事が出来なくなった大洲市の老人福祉施設
より、当法人冨士森常務理事（南予地区老人福
祉施設連絡協議会会長）に連絡が入りました。
　当時、50名のご入所の皆さんを、県内の他施
設にも協力を要請し入所調整を行いました。そ
の内、5名の方を当法人の4施設で受入れました。

「平成30年7月豪雨」による被災「平成30年7月豪雨」による被災
地域と共に ～私たちが出来る事～

～災害に負けない地域づくり～

游の里

デイサービスセンター

明間保育園

浸水後の地下機械室

応急手当の方法 救命処置訓練
炊き出し訓練

排水後の機械室 トンネル前の土砂崩れ

施

運

物資

入浴

義

受入

ボラン
ティア

設

支

支

緊 急

法人 水害援

援 金

援

営

（協力：西予市役所・西予市消防署・地元消防団）

応急手当の方法 救命処置訓練
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神領地区の
子どもたち！

訓練！

月に復興課ができ、12月から治山事業が着工されますが、市内15か所あり優先順位等今の段階では見通
しがついていない状況です。避難指示解除の見通しも今のところないとのことでした。（10月31日現在）

☆「
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援
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～避難所で大切なこと～
●自立した生活を送る。
●健康維持に留意する。
●非常事態でも規則・ルールを
　守る。
●避難者全員で運営する意識を
　持つ。

～訓練を終えて～
「自分の身は自分で守る！」
知識や強さは大切です。
そのためには、日ごろからお付
き合いのある地域のみなさんと、
力を合わせ「共に生きる」こと
ができれば、何かできそうな、
そのような勇気を覚えました。

ボランティアの
方達と運動会

うわまち未来こども園
からの配食。
今日はバイキング

お月見団子をいた
だいてます。
公民館主事さんも
いっしょです。

慣れない場所で職員同士知恵を出し
工夫しながら保育しております。

　7月の豪雨以来園舎が使用できない状況（避難指示区域であるため）

　豪雨災害を受けて、当法人内で職員に声を掛

（BCP）の充実を図りたいと考えています。

　施設裏山が崩れ、施設内に土砂が流入し生活



  必要となってくること
　◎高齢者、児童、障がい者の交流の場
　◎地域住民と施設利用者との接点づくり
　◎高齢者、障がい者に対する生きがいや目標の提供
　◎多世代が交流できる
　◎高齢者、障がい者に対する生きがいや目標の提供

何か良い案はないだろうか…

そこで! !そこで! !

学生が考える! ドリーム♪プラン
～地域における公益的な取組～

― ６ ―

純資産の部

　  Ⅰ　資産の部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  Ⅱ　負債の部
　
　
　
　
　
　
　
　

　    差引純資産

事業活動による収支
施設整備等による収支
その他の活動による収支
当期資金収支差額
　　  合　　　計

収入の部 支出の部
予算額 決算額 予算額 決算額

１　流動資産
　　　現金・預金 
　　　事業未収金 
　　　未収補助金 
　　　貯蔵品・医薬品 他 
　　　立替金 
　　　前払費用 
２　固定資産
　　　基本財産
　　　その他の固定資産

１　流動負債
　　　事業未払金
　　　１年以内返済予定設備資金借入金
　　　１年以内返済予定リース債務
　　　預り金
　　　職員預り金
　　　賞与引当金
２　固定負債
　　　設備資金借入金
　　　リース債務
　　　退職給与引当金

流動資産
固定資産
　基本財産
　その他の固定資産
　
　
　
　
　
　   資産の部合計

サービス活動増減の部
サービス活動外増減の部
特別増減の部
前期繰越活動増減差額
その他の積立金取崩額
その他の積立金積立額
次期繰越活動収支差額
　　　合　　計

3,329,321,063
30,014,013
450,412,087
2,767,371,385
322,016,543
 
 
6,899,135,091

3,109,951,327
589,172

448,780,161
 
 
265,000,000
3,074,814,431
6,899,135,091

流動資産の部 負債の部6,879,464,239
1,940,119,934
1,056,324,957
431,381,721
447,260,962
2,509,465
2,316,875
325,954

4,939,344,305
4,036,077,643
903,266,662
809,385,841
326,322,854
187,708,229
24,773,177
10,715,232
102,664
1,673,552

101,350,000
483,062,987
312,204,000
31,065,696
139,793,291
6,070,078,398

1,940,119,934
4,939,344,305
4,036,077,643
903,266,662

6,879,464,239

流動負債
固定負債
　　     負債の部合計

基本金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動収支差額
　　    純資産の部合計
　 負債及び純資産の部合計

326,322,854
483,062,987
809,385,841

150,000
2,532,803,748
462,310,219
3,074,814,431
6,070,078,398
6,879,464,239

3,341,526,000
699,563,000
332,067,000

4,373,156,000

3,359,335,076
700,412,090
332,078,294

4,391,825,460

3,144,701,000
1,215,274,000
280,848,000

△ 267,667,000
4,373,156,000

3,044,227,600
1,212,820,859
282,182,030

△ 147,405,029
4,391,825,460

【財産目録】
〈西予総合福祉会〉

【貸借対照表】

【事業活動計算書】

【資金収支計算書】

収入の部
決算額 決算額

支出の部

　平成29年4月1日から施行された社会福祉法に則した法人運営を行
うため、評議員会・理事会の権限に応じた開催を実施した。理事の職務
執行が法令・定款に適合すること及び、業務の適正を確保するための体
制として、経営・リスク管理・コンプライアンス・監査環境の整備に関
し、内部管理体制の基本方針を定めた。また、今年度から会計監査人の
設置が義務付けられ、会計士から指摘のあった会計処理の変更を行っ
た。西予市公立保育所の民営化に伴う、移管先法人の募集に応募し、来
年度から「石城保育園」と「多田保育園」を運営することとなり、運営に
向けた共同保育等の取組を行うこととした。また、西予市立「高山保育
所」の民営化に伴う移管先法人の募集もあり、応募することとなった。
　事業については、旧宇和病院跡地に総事業費688,121千円をかけ
「地域密着型特別養護老人ホーム 開明の杜」を平成30年2月に完成す
ることができ、3月から定員29名で事業を開始することとなった。ま
た、新設の認定こども園の名称を「うわまち未来こども園」と決定し、
総事業費462,826千円で平成30年2月28日に完成することができ、4
月開設に向けた準備を行った。そして「うわまち未来こども園」開設に
伴い、統合される「うわまち南保育園」と「うわまち東保育園」を閉園す
ることとなった。また、明浜地区で西予市から委託され、運営してきた
学童保育「おれんじクラブ」が西予市の委託先の変更により地元事業
者に引き継いでいただくこととなった。
　老人事業では、多田地区で平成17年9月から事業を開始し運営を
行っていた「指定通所介護事業所 多田あんしんの家」を、スプリンク
ラーの設置義務や地元利用者の減少等の理由で平成30年1月末を
もって閉鎖することとなった。施設整備関係では、「指定通所介護事業
所 ななほし中川」と「指定通所介護事業所 あんしんの家」にスプリン
クラーの設置を行い、また障がい者グループホームに火災報知設備と

通報装置連動設備の設置を行い火災に備えることとした。業務改善と
して、「障がい者支援施設 希望の森」で給食業務委託の検討を行い、来
年度から業者委託にすることとなった。
　経営状況として、事業活動収入が3,359,335千円であり、昨年比3％
の伸びとなった。事業部別では、児童事業部が国の子育て支援充実施
策のためと利用こどもの増加により保育事業収入が前年比9％の伸び
を示し、老人事業部は処遇改善加算率の変更で増収になっているが、
通所介護事業の報酬マイナス改定と利用者減少が運営を厳しくしてい
る。
　養護・障がい事業部は養護施設の保護単価改正による増収と障がい
事業の処遇改善加算率の改正で増収となっている。事業活動支出は
4％増加し、主なものとして人件費が昨年比4％増となっており、要因と
して処遇改善加算の改正による手当の増額と職員数の増加によるも
のとなっている。事業活動収支差額では、315,107千円強黒字ではある
が、前年比95％、マイナス16,134千円という結果となった。また、新施
設建設のため250,000千円借入を行い、20年間返済することとなっ
た。そして積立金322,016千円の取崩しを行い建設費に充てることと
し、当期末支払資金残高と積立金の合計が前年度末から204,421千円
減少し2,211,026千円となった。職員の働き方について、職員へのアン
ケートを実施した結果、時間外勤務は減らすことができたが、休憩時間
の確保は効果ある施策を打てず改善できていない状況であった。
　今年度は、スクラップ・アンド・ビルドを検討し実施していく年となっ
たが、法人の基本理念である「老人に生きがいを、障がい者には希望
を、子どもには大きな夢を」を実現するため、各事業所において創意工
夫を行い、事業を展開することができた年であった。

平成２9年度　事業報告

平成２9年度　決算書（抜粋）

― ３ ―

あなたの優しさ活かしませんか？
福祉に興味がある方、一緒にお仕事しましょう！
【お問い合わせ】西予総合福祉会事務局　担当：宇都宮　（0894） 62-3773
                        　　　　　　　 募集要項その他の詳細は当法人HPでご覧いただけます。

正職員・パート

募集

平成２9年度　事業報告

平成２9年度　決算書

福祉開発フィールドワーク
目的と内容

活動中の様子

地域住民の声

　この活動は「地域課題の解決に向けた実践と地域への情報発信」を目的としています。
　愛媛県社会福祉法人経営者協議会・愛媛県社会福祉協議会の助成事業により、松山市にある聖カタリナ大学の学
生と西予総合福祉会とが「法人アセスメント (評価 )」と「地域アセスメント (評価 )」を行い、地域ニーズに合致し、
なおかつ法人の強みを活かした「地域における公益的な取組」を考案し、地域に対して発表いたしました。

　今回の活動は法人にとっても
貴重な機会であり、学生が考え
たプランはとてもユニークで今
後の施設運営をするうえで良い
アイデアとなりました。
　地域の期待に応えられるよう
今後取り組めるものがあれば検
討していきたいと思います。

施設の事業説明・活動見学
 「利用者が地域に求めるもの」
 「法人・施設が持つ強み探し」

学生と法人職員との意見交換
「法人・施設の強みと地域ニーズ
との照らし合わせ」

地域の散策および
地域の代表者との情報交換

地域ニーズアセスメント
 「地域が法人に求めるもの」

学生発表会
 「西予市法人幸せ事業計画」の提案

おもな流れ

　今回の活動は法人にとっても　今回の活動は法人にとっても　今回の活動は法人にとっても
貴重な機会であり、学生が考え貴重な機会であり、学生が考え貴重な機会であり、学生が考え
たプランはとてもユニークで今たプランはとてもユニークで今たプランはとてもユニークで今
後の施設運営をするうえで良い後の施設運営をするうえで良い後の施設運営をするうえで良い
アイデアとなりました。アイデアとなりました。アイデアとなりました。
　地域の期待に応えられるよう　地域の期待に応えられるよう
今後取り組めるものがあれば検今後取り組めるものがあれば検
討していきたいと思います。討していきたいと思います。

聖カタリナ大学の学生さん

福井さん 荒木さん

社協、地域住民の聴き取り調査

発表会

施設見学

街頭インタビューも
行いました

高齢者
・人との交流の場、
　機会を求めている
・社会福祉協議会と
　法人との連携強化
・現状維持

児　童
・親子関係の希薄化
・子育てがしやすい
　環境の整備
・世代間の交流が難しい
・子どもが外で遊ばない

障がい者
・ボランティア不足
・障がい者と住民との
　つながりの活用
・放課後等デイサービス
　の世代にあった支援

「地域が法人に求めるもの」に対して法人はどんな取り組みをすれば良いのか、
学生目線で考えていただきました。

・交流の場の確保
・行政（西予市）との総合事業
・介護予防教室、レクリエーション、料理教室
・近所の公民館での開催

『サロンと法人の出張デイサービスの融合』

対象者は、朝食夕食を食べない
(食べられない)子どもや生活困窮者
[内容]
・地域で採れた野菜を使った料理の提供
・障がい者雇用
・元気なお年寄りによるボランティア

『子ども食堂』

・子ども同士の集団遊びの環境提供
『巨大アスレチックの復活』

・法人が運営する事業所、
　施設からの出店や出品
・幼児、小中学生、高校生による
　イベント開催
・地元の商店、若い世代の商店
　からの出店
・法人、行政(西予市)、社会福祉協議会
　からの情報提供

『西予ふくし祭り』

・子ども向けの人形劇、
　紙芝居、影絵

『図書館の活用』

・宇和住民以外も集まれる
　場所づくり
・昔の街並み、自然に触れる

『サイクリングコースの設定』



　
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
格
別
な
ご
厚
誼
を
賜
り
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
さ

れ
ま
し
た
方
々
に
は
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
生
活
が
回
復
さ
れ
明

る
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
三
十
年
七
月
七
日
未
明
に
発
生
し

た
豪
雨
災
害
で
は
、
当
法
人
に
も
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。
降
り
続
く
雨
に
よ
り
河
川
の
氾
濫
や
土

砂
崩
れ
の
恐
れ
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
通
園
は
危

険
で
あ
る
と
判
断
し
町
内
八
か
所
の
保
育
園
す
べ
て

休
園
と
い
た
し
ま
し
た
。
当
法
人
始
ま
っ
て
以
来
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
葉
寮
」
で
は
建
物
の

一
部
が
浸
水
し
排
水
作
業
に
追
わ
れ
、
小
規
模
介
護

施
設
の
「
あ
ん
し
ん
の
家
」
や
「
う
つ
の
み
や
さ
ん

の
家
」
で
は
河
川
氾
濫
の
恐
れ
に
よ
り
一
時
的
に
避

難
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
消
防
団
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
明
間
保
育
園
」
で
は
土
砂
崩
れ
に
よ

る
直
接
的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
園
舎
が

避
難
指
示
区
域
に
指
定
さ
れ
使
用
で
き
な
く
な
り
、

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
り
「
昭
和
多
目
的
集
会

所
」
を
お
借
り
し
て
保
育
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。「
游
の
里
温
泉
」
と
「
游
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」
で
は
地
下
機
械
室
が
浸
水
し
入
浴
施
設

が
使
用
で
き
な
く
な
り
復
旧
す
る
ま
で
の
間
休
館
と

な
り
ま
し
た
。
長
い
間
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
被
災
さ
れ
た
要
配
慮
者
の
方
々
に
福

祉
避
難
所
を
開
設
し
「
松
葉
寮
」
や
「
松
葉
学
園
」

で
受
け
入
れ
を
行
い
、
南
予
地
区
の
被
災
し
た
高
齢

者
施
設
か
ら
入
居
者
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
い

ま
し
た
。
ま
た
近
隣
の
被
災
施
設
へ
生
活
用
水
や
非

常
物
資
の
搬
送
を
行
い
、
施
設
の
入
浴
施
設
を
被
災

住
民
に
開
放
す
る
な
ど
、
私
た
ち
社
会
福
祉
法
人

と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
に
呼
び
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

延
べ
百
三
十
四
名
が
野
村
町
で
土
砂
搬
出
な
ど
の
復

旧
作
業
に
あ
た
り
、
義
援
金
と
し
て
七
十
三
万
円
が

集
ま
り
愛
媛
県
共
同
募
金
会
へ
届
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
自
然
災
害
が
多
発
す
る
昨
今
、
あ
ら
た
め
て
防

災
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
多
く
の
利
用
者
、

子
ど
も
た
ち
の
安
心
、
安
全
が
託
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
、
施
設
運
営
を
推
進
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
穏
や
か
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

― ２ ―― ７ ―

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
理事長  清 家 浩之

障がい児通所支援事業所 ぽのぽの
　平成30年10月1日、ぽのぽのは、松葉学園敷地内より旧うわまち東保園

（宇和町卯之町二丁目）に移転しました。

　広々とした落ち着いた環境の中、「ほのぼの子育て」を合い言葉に、楽しい

遊び、楽しい子育てに保護者さんと共に取り組んでいきたいと思います。

旧うわまち東保育園に移転しました。

新しいぽのぽのは
「できる」「できた」がいっぱい

　新しい「ぽのぽの」での生活を始
め、まだ慣れない状況ながら、これ
までにない広々とした環境の中、
ゆっくりと利用者一人ひとりに向き
合えることにスタッフ一同期待を
持って、日々の活動に取り組んでい
ます。
　この環境を活かした療育に取り
組めるよう邁進してまいります。み
なさんお気軽に遊びに来て下さい。
　　　　 　  ぽのぽのスタッフ一同

新しい住所
〒797-0015
西予市宇和町卯之町
二丁目144番地
新しい電話番号
（0894）62-4301

アルバイト
大・ 大・ 大募集！
　ぽのぽのでは、春休
み、夏休み、冬休みの
期間中アルバイトを募
集しております。
【お問い合わせ】　　
（0894）62‐4301
　　　　　担当：兵頭

ダイナミッ
クな

　　遊びも
！

作業も！

勉強も！

ガーデニングも！ イベントも！

工作も！

ぽのぽのへようこそ！

〒797-0035　西予市宇和町河内168番地
TEL（0894）66-0303

〒797-0024　西予市宇和町西山田164番地1
TEL（0894）62-9238

〒797- 西予市宇和町西山田164番地1

　木造の温かみのある園
舎です。山と田畑に囲ま
れた自然豊かな環境の中
元気にのびのびと過ごし
ています。地域や老人施
設との交流もあり、優し
さ・思いやりの気持ちも
育っています♪

　素敵な笑顔がいっぱい
の石城っ子たちです!春に
はマンモスへピクニック、
田んぼでの泥んこ遊び、秋
には石城駅から汽車ぽっ
ぽ遠足に出かけます。豊か
な自然の中で、毎日たくさ
んの経験をしています♪

ジャンプジャンプ♪

たくさん回せたよ☆

外遊びだいすき♡
一緒に登ったよ～☆

怖くないよ。大丈夫♡

お空まで届きそう！

多 田 保 育 園 石 城 保 育 園

多田保育園・石城保育園ようこそ♪ 西予総合福祉会へ☆
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こ
の
度
の
水
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
災

害
発
生
後
、
半
年
が
経
過
し
目
に
見
え
て

復
興
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
今
尚
見
聞
き

す
る
傷
跡
に
は
心
が
痛
み
ま
す
。
法
人
内

部
で
も
別
の
場
所
で
の
事
業
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
施
設
、
営
業
再
開
に
向
け
修
繕
な

ど
の
準
備
が
必
要
な
施
設
な
ど
影
響
が
及

び
ま
し
た
。

　
し
か
し
地
域
の
社
会
福
祉
を
支
え
る
使

命
を
担
う
我
々
は
立
ち
止
ま
れ
ま
せ
ん
。

歩
幅
を
広
げ
た
り
狭
め
た
り
し
な
が
ら
着

実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
が
あ

る
の
も
日
頃
か
ら
理
事
長
を
中
心
に
法
人

で
事
業
継
続
計
画
を
練
り
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
体
制
を
整
え
て
い
る
か
ら
だ
と
気

づ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
づ
く

り
の
た
め
に
一
日
も
早
い
完
全
復
興
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
み
な
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と
手
を
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っ
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予
市

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　平成25年7月より開設していた「リハビリ専門デイサービス歩」は、平成
30年9月、伊賀上より卯之町へ移転しました。移転先は「旧うわまち南保
育園」です。ご利用者様に寄り添い、一緒に喜びや笑顔、楽しみを共有し
たいと考え、お一人おひとりの目標に添って、お手伝いさせていただいて
います。
　「歩」では機能訓練を重視し、リハビリ専門職を数名配置しており、職員
それぞれがご利用者様の笑顔を大切に【自立した生活】を末永く続けてい
ただける事を信条としています。住み慣れた地域、在宅で穏やかな時間を
過ごしていただけるよう、これからも充実したリハビリサービスに取り組ん
でいきたいと思いますので、引き続き宜しくお願いいたします。
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リハビリ専門デイサービス
移転しました！
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年内再開の場合

◆12月30日まで通常営業
　10：00～21：00
　　　　（受付終了20：30）
◆12月31日及び1月1日は
　12：00～18：00まで営業
　　　　（受付終了17：00）
◆1月2日から通常営業

再開は防災行政無線等
にてご案内致します。

游の里温泉 ユートピア宇和

宇和保育園

地域子育て支援センター

ママと英語Norah
ノ　ラ

アロマワックスバーを作りました♪

講師の先生に来ていただいて
手遊びや音楽遊びをして
英語に親しんでいます。

ママ向けの活動もあり、お子さんは
みんなで見合いっこして楽しんでいます。

地域子育て支援センターではみんなで子育てをする場を提供しています。
ぜひ一度遊びにいらしてくださいね！

支援
センター内を紹介します！

絵本コーナー

ままごとコーナー

図書館より貸し出しして
もらっています。

宇和保育園の園庭でも
遊ぶことができます。

授乳スペースもあります。

育児書コーナー

おむつ交換台

おもちゃコーナー

食事の様子

初めて利用する時は緊張しましたが、
同じ年頃の子を持つお母さんと話を
して気分転換になって、いつも充実し
た時間を過ごせます。
　　　　（６ヶ月1児のママより）

【お問い合わせ】 地域子育て支援センター
（宇和保育園内） （０８９４） ６２-２５８８
　　　　　　　担当 ： 倉田・山下　　　　　　　担当 ： 倉田・山下




